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【研究背景と目的】 

２００８年８月８日から２４日までの１６日間、中華

人民共和国の首都北京と周辺都市で第２９回オ

リンピック夏季競技大会が開かれた。アジアでの

夏季オリンピックの開催は１９８８年のソウル大会

以来２０年ぶり、そして共産主義国家では１９８０

年のモスクワ大会以来２８年ぶりの開催である。１

９９３年に北京が初めてオリンピック招致に参加し

てから、２００１年の開催決定、そして２００８年の大

会後閉幕に至るまで中国は、人権侵害から報道

規制、食品スキャンダル、そして環境汚染など常

に様々な批判にさらされてきた。それらの報道を

通して中国へのネガティブイメージが形成された。

しかし、著者が日本オリンピック委員会の広報ア

シスタントとして現地で仕事をする中で出会ったジ

ャーナリストたちの意見を聞くと、テレビや新聞で

報道されていることとは逆に、多くの称賛の声を耳

にした。またIOC委員のコメントにおいてもその運

営のスムーズさを評価するコメントが多く見受けら

れた。そこで、著者が実際に関わったメディアオペ

レーションの領域に焦点を絞り、大会期間中に現

地で働いたジャーナリストたちの声を集めることで、

中国へのネガティブイメージに惑わされることなく、

過去の大会との比較を通して、北京オリンピックの

メディアオペレーションの評価することを目的とし

た。 

 

【研究方法】 

大会期間中に現地で取材活動を行った立場

の異なる4人のジャーナリストを対象に、メディアオ

ペレーション評価に対するインタビュー調査を行

った。尚、対象者の中にはIOCが発行する正式な

ID で あ る Olympic Identity and Accreditation 

Cards(OIAC)を持たず、競技施設へのアクセスの

ないBiMC(Beijing International Media Center)発

行のパスを所持し取材活動を行っていたものも含

まれる。上記インタビューで得られた評価を、１．

報道の自由の保障 ２．仕事環境への満足度 ３．

人材への満足度の3点から分析した。 

 

【結論】 

北京オリンピックはメディアオペレーションにお

いて今後モデルケースとなる大会であるということ

ができるだろう。セキュリティチェックにおいて革新

的な方法を実施したこと、また通訳の言語の豊富

さや、食事価格の変更など、常にジャーナリストや

メディア関係者が仕事をしやすいよう環境に気を

配り、不都合なことが起これば政府と連携した柔

軟な対応力で対処してきたからである。ボランティ

アの献身的な姿勢も非常に評価されている。また、

メディアオペレーションに新たなシステムを導入し

たことも特筆に価する。それは、OIACを持たない

メディアにサブプレスパスを発行し、取材環境を

提供するというものである。このように北京は今後

のオリンピックの流れを決定づけるような革新的な

アイディアを提供し、実施してきたのである。確か

に、これらの成功要因は一部中国の政治システム

にあるが、そのほとんどは大会組織委員会や北京

市の努力の賜物である。 

一方で、メディアオペレーションへの高い評価

は非常に限定的で、多くの改善点があったことも

事実である。確かに、今回はスポーツイベントとし



て最高のものを提供したことは間違いない。しかし、

オリンピックではただ単に、スポーツを取材するこ

とが全てではない。開催国を世界に知らせる非常

に重要な舞台であり、開催国側も世界にありのま

まの姿を見てもらうため、報道の自由を保障する

べきである。今回、スポーツや文化プログラム以外

の取材活動において、多くのジャーナリストが活

動を制限されたのは残念でならない。またインタ

ーネット環境など情報へのアクセスが非常に限定

的であったという点でジャーナリストの要望に応え

きれなかったことも否めない。ボランティアのトレー

ニング不足も見受けられた。ただ、北京は間違い

なく素晴らしいサービスを提供した。その分、改善

すべき点も多かった。北京オリンピックから2010年

のバンクーバー、2012年 のロンドンはもちろん、

2016年オリンピック招致を目指す東京、そして将

来のオリンピック開催都市は多くを学ぶべきであ

る。 

 

 


